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平成30年度障害者総合福祉推進事業「相談支援従事者研修ガイドラインの作成及び普及事業」

●第２日目 平成31年2月22日(金)　埼玉会館７Ａ・７Ｂ会議室

科目名 時間 項目 講師

9:30～9:50 ガイダンス 　社会福祉法人唐池学園　貴志園　園長　冨岡 貴生

9:50～11:05
導入講義
セルフチェック
(実践の振り返り)

　社会福祉法人唐池学園　貴志園　園長　冨岡 貴生 7

11:05～11:15

11:15～12:35
演習
（実践報告・検討）

演習統括
　社会福祉法人唐池学園　貴志園　園長　冨岡 貴生

演習講師
　ふじさわ基幹相談支援センターえぽめいく　所長　吉田 展章
　一般社団法人宮城・仙台障害者相談支援従事者協会 理事　西村 真希
　一般社団法人兵庫県相談支援ネットワーク　事務局長　中川 優一
　特定非営利活動法人埼玉県相談支援専門員協会 副代表　日野原 雄二

12:35～13:35

13:35～15:55
演習★
（実践報告・検討）

午前中と同

15:55～16:05

16:05～17:00
演習
（実地研修への整理）

17:00～17:15
まとめ
ふりかえり

　社会福祉法人唐池学園　貴志園　園長　冨岡 貴生

●第３日目 平成31年2月23日(土)　埼玉会館７Ａ・７Ｂ会議室

科目名 時間 項目 講師

9:30～9:50 ガイダンス 　社会福祉法人唐池学園　貴志園　園長　冨岡 貴生

9:50～11:05
導入講義
セルフチェック
(実践の振り返り)

　ふじさわ基幹相談支援センターえぽめいく　所長　吉田 展章 25

11:05～11:15

11:15～12:15
演習
（実践報告・検討）

第２日目と同

12:15～13:15

13:15～15:55
演習★
（実践報告・検討）

第２日目と同

15:55～16:05

16:05～17:00
演習
（実地研修への整理）

第２日目と同

17:00～17:15
まとめ
ふりかえり

　社会福祉法人唐池学園　貴志園　園長　冨岡 貴生

講
義
・
演
習

多職種連携
（チームアプ
ローチ）

〈休憩〉

〈昼休憩〉

〈休憩〉

個別相談支援

〈昼休憩〉

〈休憩〉

新カリキュラムに基づく相談支援従事者養成研修 現任モデル研修　プログラム

講
義
・
演
習

〈休憩〉
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●第４日目 平成31年2月24日(日)　埼玉会館７Ａ・７Ｂ会議室

科目名 時間 項目 講師

9:30～9:45 ガイダンス 　社会福祉法人唐池学園　貴志園　園長　冨岡 貴生

9:45～11:45
導入講義
模擬SV

　一般社団法人宮城・仙台障害者相談支援従事者協会 理事　西村 真希
　特定非営利活動法人埼玉県相談支援専門員協会 副代表　日野原雄二

45

11:45～12:45

12:45～14:10
演習★
（スーパービジョン）

第２日目と同 71

14:10～14:20

14:20～15:20 導入講義 　ふじさわ基幹相談支援センターえぽめいく　所長　吉田 展章 75

15:20～15:30

15:30～16:30
演習
（コミュニティワーク）

第２日目と同

16:30～17:30
まとめ
ふりかえり

　社会福祉法人唐池学園　貴志園　園長　冨岡 貴生
　特定非営利活動法人埼玉県相談支援専門員協会　代表理事　藤川 雄一

（講師の皆様お名前は敬称を略させていただきました。）

★印のある時間帯は、聴講生は聴講生向けプログラムを実施します。

・会場は７Ａ会議室（同じ階の向かい側の部屋）となります。
・研修資料類をお持ちになって、部屋の移動をお願いします。
・以下の本事業検討委員会委員が担当します（敬称略）。
　　特定非営利活動法人日本相談支援専門員協会　代表理事　菊本 圭一
　　特定非営利活動法人日本相談支援専門員協会　副代表　橋詰 正
　　特定非営利活動法人埼玉県相談支援専門員協会　代表理事　藤川 雄一

〈休憩〉

〈休憩〉

スーパービ
ジョン

コミュニティ
ワーク

講
義
・
演
習

〈昼休憩〉
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受講・聴講にあたっての注意事項 

 

【受講者・聴講者へ共通のご案内】 

 １．本研修の位置づけについて 

   本研修は、厚生労働省の実施する平成３０年度障害者総合福祉推進事業の指定課題のひとつと

して、相談支援従事者養成研修のカリキュラムを改訂するにあたり、新たなカリキュラムに基づ

く研修を実地でモデル的に行うものです。研究開発の性質上、以下にご協力をお願いします。 

    ① 科目別振り返りシートは科目毎に提出してください。後日返却します。 

    ② 研修中、事務局にて録画や写真撮影等を行います。 

     ※事業報告書や報告会等で使用する場合があります。 

    ③ 本研修の結果を元に、さらに進行・教材・副教材等の精度向上を予定しています。 

     ※本研修で配布する資料の複製や再配布は固くお断りします。やむを得ぬ事情がある場合

は、事務局にまずはご相談ください。 

 

 ２．注意事項 

   ① 研修中、携帯電話・スマートフォンは電源を切るかマナーモードにし、かばん等の中にし

まってください。研修進行の妨げとなる行為をし、注意しても改善されない場合は退席して

いただくことがあります。 

   ② 研修中の講義や演習等、会場内での録音や写真・動画撮影等は禁止します。 

   ③ 会場内では昼食等の飲食が可能です。ただし、ゴミは各自お持ち帰りください。 

    研修中も飲み物は飲んでかまいません。 

   ④ 体調管理には十分注意してください。体調がすぐれない場合は、早めに事務局まで申し出

てください。会場の温度管理にはできる限り注意を払いますが、各自でも調節願います。 

     インフルエンザが流行していますが、これらの伝染の恐れのある疾患等に罹患された場合

は来場はせず、静養・治療に専念してください。 

   ⑤ 本研修へは、公共交通機関を利用して来場してください。 

    ※県庁来客用駐車場は土日祝日は有料駐車場となります。割引処理等はありません。 

   ⑥ 喫煙は所定の喫煙所にてお願いします。 

 

 

【受講者へのご案内】 

 １．初任者研修修了の認定にあたっては、課題実習を含め、本研修の全てのカリキュラムを受講す

ることが必要となります。以下の場合は、修了の認定を行いませんのでご注意ください。 

   ・欠席した場合 ※遅刻・早退や無断や長時間の離席は欠席扱いとなります。 

   ・課題実習を誠実に行わなかった場合（他人の事例を借り受ける等は厳に謹んでください。） 

   ・研修の進行の妨げとなる発言・行動をし、再三の注意を受けても改善しない場合 

   ・研修への参加意欲がないと感じられる場合（居眠り、携帯電話・スマートフォン・パソコン

等の使用、グループワークへ参加しない等） 
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 ２．出席の確認について 

   ・第１日目については、以下の通り出席確認を行います。 

     各日程の研修開始前（受付時） 該当の受講確認票に必要事項を自署の上、提出 

     各日程の研修終了時      該当の受講確認票に必要事項を自署の上、提出 

    ※提出が確認できない場合、自署の必要事項記載がない場合は欠席扱いとなります。 

   ・第２日目～第４日目については、グループワークとなり、各グループの演習講師が開始時と

終了時に出席確認を行います。 

 

 ３．修了証書の交付について 

   ・定められたカリキュラムを全て修了された方に、第４日目終了後、修了証書を発行します。 

   ・修了証書を受け取る際、氏名と生年月日に誤りがないか確認してください。 

    ※もし誤りがある場合は、必ずその場で事務局に申し出てください。 

   ・修了証書の交付を受けた者は、埼玉県が作成・管理する研修修了者名簿に登載します。 

   ・本研修は現行の告示に基づき、修了を認定するものです。 

 

 

【聴講者へのご案内】 

 １．受講生と共通のご案内にもある通り、本研修で使用する教材・副教材等は試行中のものであり、

今年度さらなる改訂を行い、来年度の公開を予定しています。今年度中は特に、本研修で提供す

る教材等の取り扱いについては配慮をお願いします。 

   ・本研修の教材・副教材は、貴都道府県内での今後の研修企画運営に関する検討の範囲にとど

めてご活用ください。全部または一部の複写・複製や再配布、本研修の教材等を用いた研修

を行うことは固くお断りします（研修検討メンバー内で試行的に行うことについては、その

限りではありません）。 

   ・企画運営や研修実施側の観点に立つご質問は、受講生と別途のプログラム内容となる時間を

設け、その際にお受けします（第２・３日目を予定しています）。意見聴取については、グ

ループインタビューの時間に行います。 

   ・映像教材や電子データ等の提供は、今後本事業検討委員会にて検討します。 

 

 ２．本研修は４日間を通して行われるものであり、前回までの内容を既に学習しているものとして

進行します。 

   ・聴講者が変更になる場合、①書類（聴講票や聴講案内）、②教材・副教材等の配布物は都道

府県の中で受け渡しを確実にしてください。また、前回までの内容についても伝達を十分行

った上での参加をお願いします。 

    （忘れた場合に補足的な解説を行うことや、新たな資料を差し上げることはいたしませんの

で、ご了解ください）。 

   ・欠席時の教材等について次回研修前に送付を希望される場合、事務局まで電子メール

(model2018@ssa-b.com)宛てご依頼ください（料金着払いにて郵送いたします。）。 
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H23 H24 H25 H26 H27 A  

5,605 8,563 9,847 14,903 13,969 52,887 

 

H23 H24 H25 H26 H27 B  

3,077 3,280 3,400 3,463 4,405 17,625 

 

H23 H24 H25 H26 H27 H28 

5,601 5,676  8,915 11,800 15,575 17,579 

 

 

 

H23 H24 H25 H26 H27 H28 

2,907 2,851  4,561 5,942 7,927 8,684 

1  2  3  4    

3,663 1,224 537 344 2,916

42.2% 14.1% 6.2% 4.0% 33.6%
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